
ンスなど、様々な企画を楽しんだ後、基地関係者が作る
ハンバーガーを試食。聞いて、食べてと、五感をフルに
使って米国の雰囲気を楽しみました。
人口約４万人余りの街に米軍基地に勤める軍人、軍属、

家族含め約８千人の外国人が暮らす、全国で唯一「基地
との共存共栄」を基本理念とし、米国側と積極的に国際
交流を行っている街の現状を感じて頂けました。
特に、全国でも珍しい行政における基地渉外の担当課

長を務める私としては、異文化の交流と、三沢における
日米の繋がりの強さと素晴らしを伝えることが出来たの
ではないかと思われます。
これからも同窓生の皆さんと末永い交流を深めていき

たいと思います。
青森県三沢市　三浦　　剛

「地方自治制度（研修講師養成）」第19期第２組の11
回目の同窓会を平成28年６月４日～５日に青森県三沢
市で同窓生とそのご家族等10名の参加により開催しま
した。
再会を果たした後、三沢航空科学館に移動。1931年
に三沢市の淋代（さびしろ）海岸からアメリカワシント
ン州ウエナッチ市まで、史上初の太平洋無着陸横断飛行
に成功したミス・ビードル号の復元機などを見学しまし
た。
次に、淋代海岸の太平洋展望台から水平線を眺めなが
らミス・ビードル号の偉業に触れ、三沢漁港へ移動。
３・11の津波により、二人の尊い命が奪われるととも
に約800億円の被害があった漁港内で、アメリカ西海岸
まで流れ着いた「浮桟橋」などを見学して回りました。
夕刻になり、お待ちかねの懇親会。高校野球史上最高
の名勝負として語り継がれている、昭和44年夏の甲子
園決勝、三沢高校対松山商業。当時の太田幸司投手の同
僚、ファースト菊池選手を特別ゲストとして招き、皆で
甲子園の思い出話などに花を咲かせました。
地元の寿司店で地産地消を味わった後は、米軍基地前
のアメリカンバーに入店。多くの米兵たちとワンコイン、
ワンドリンクのスタイルで２軒をはしごしました。
翌日は、三沢の町が米国一色となる国際交流イベント

「アメリカンデー」を見学。ライブや露店、パフォーマ
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「同窓会だより」に投稿してみませんか！

研修で築いた仲間との交流を研修修了後も続けていますか？
久しぶりに仲間と再会して“絆”を確認してみませんか。
クラス全員でも、グループでも構いません。同窓会を開催されましたら、交流の様子をぜひ
お知らせください！

－作成要領－
原稿：700 ～ 800字程度（wordなどのデータでご提供ください） 
写真：１枚（データでご提供ください）

投稿をお考えの方は、調査研究部アカデミア担当までお気軽にお電話ください！
 （☎043-276-3127）

ご連絡をお待ちしております！
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同窓会だより


